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　　　　　　　一　姓名の由來と順位

　わが輩はいはかつて『國語尊重こくごそんちやう』と題だいして、わが國くに固有こいうの言語げんご殊ことに固有名こいうめいの尊重そんちやうせらるべきゆゑんをのべた。今いままたこれに關聯くわんれんして、わが國民こくみんの姓名せいめいの書かき方かたについて一言げんしたいと思おもふ。

　わが國くにの姓名せいめいの發生はつせい發達はつたつの歴史れきしはこゝに述のべないが、要えうするに今日こんにち吾人ごじんの姓せいと稱しやうするものは實じつは苗字といふべきもので、苗字と姓と氏うじとはその出處でどころを異ことにするものである。

　姓せいは元來ぐわんらい身分みぶんの分類ぶんるゐで、例たとへば臣おみ、連むらじ、宿禰すくね、朝臣あそんなどの類るゐであり、氏うぢは家系かけいの分類ぶんるゐで、例たとへば藤原ふじはら、源みなもと、平たひら、菅原すがはら、紀きなどの類るゐである。

　苗字めうじは個人こじんの家いへの名なで、多おほくは土地とちの名なを取とつたものである。例たとへば那須の與よ一、熊谷の直實なほざね、秩父の重忠しげたゞ、鎌倉の權ごん五郎らう、三浦の大介おほすけ、佐野の源左衛門げんざゑもんといふの類るゐである。

　昔むかしは苗字めうじは武士階級ぶしかいきふ以上いじやうに限かぎられたが、維新いしん以來いらい百姓しやう町人ちやうにん總すべて苗字めうじを許ゆるされたので、種々雜多しゆ〴〵ざつたな苗字めうじが出現しゆつげんし、苗字めうじを氏うぢとも姓せいとも呼よぶ事ことになつて今日こんにちにいたつたのである。

　わが國くに固有こいうの風俗ふうぞくとして家名かめいを尊重そんちやうする關係上くわんけいじやう、當然たうぜん苗字めうじを先さきにし名なを後あとにし、苗字めうじと名なとを連合れんがふして一つの固有名こいうめいを形かたちづくり、これを以もつて個人こじんの名稱めいしやうとしたので、苗字めうじを先さきにするといふことに、歴史的意味れきしてきいみの深長しんちやうなるものがあることを考かんがへねばならぬ。

　東洋民族とうやうみんぞくは概がいして苗字めうじを先さきにし名なを後あとにするの風習ふうしふである。支那人しなじんはその適例てきれいである。

　ヨーロツパでもハンガリーなどでは即すなはちマギアール族ぞくで東洋民族とうやうみんぞくであるから、苗字めうじを先さきにし、名なを後あとにする。

　西洋せいやうでは家いへよりも個人こじんを尊重そんちやうするの風習ふうしふから出でたのか否いなかよく知しらぬが、概がいして姓せいを後あとにし名なを先さきにする。

　ジヨージ・ワシントン。ジヨン・ラスキン。ジエームス・ワツト。ペーテル・ペーレンス。バウル・ゴーガンなどの類るゐで、前名ぜんみやうは即すなはち個人こじんのキリスト教名けうめい後名こうめいは即すなはち家族名かぞくめいである。

　印度いんどは地理上ちりじやう東洋とうやうに屬ぞくするが、民族みんぞくがアールヤ系けいであるから、矢張やはり名なを先さきにし姓せいを後あとにする。ラビンドラナート・タゴールといへば、前名ぜんみやうは即すなはち個人名こじんめいで、後名ごめいのタゴールは家名かめいである。

　　　　　　　二　歐風模倣の惡例

　現今げんこん日本にほんでは、歐文おうぶんで通信つうしんや著作ちよさくや、その他た各種かくしゆの文ぶんを書かく場合ばあひに、その署名しよめいに歐米風おうべいふうにローマ字じで名なを先さきに姓せいを後あとに書かくことにしてゐるが、これは由々ゆゝしい誤謬ごべうである。小ちひさい問題もんだいのやうで實じつは重大ぢうだいなる問題もんだいである。

　わが輩はいの名なは伊東忠太いとうちうたであつて、忠太伊東ちうたいとうではない。苗字めうじと名なとを連接れんせつした伊東忠太いとうちうたといふ一つの固有名こいうめいを二つに切斷せつだんして、これを逆列ぎやくれつするといふ無法むはふなことはない筈はずである。

　個人こじんの固有名こゆうめいは神聖しんせいなもので、それ〴〵深ふかい因縁いんねんを有ゆうする。みだりにこれをいぢくり廻まはすべきものでない。

　然しかるに今日こんにち一般ぱんにこの轉倒てんたふ逆列ぎやくれつを用もちゐて怪あやしまぬのは、畢竟ひつきやう歐米文明おうべいぶんめい渡來とらいの際さい、何事なにごとも歐米おうべいの風習ふうしうに模倣もほうすることを理想りさうとした時代じだいに、何人なにびとかゞ斯かかる惡例あくれいを作つくつたのが遂つひに一つの慣例くわんれいとなつたのであらう。

　今更いまさらこれを改あらためて苗字めうじを先さきにし名なを後のちにするにも及およばない。餘計よけいな事ことであるといふ人ひともあるが、わが輩はいはさうは思おもはない。過あやまちて改あらたむるに憚はゞかるなかれとは先哲せんてつの名訓めいくんである。

　况いはんや若もしも歐米流おうべいりうに姓名せいめいを轉倒てんたふするときは、こゝに覿面てきめんに起おこる難問なんもんがある。それは過去くわこの歴史的人物れきしてきじんぶつを呼よぶ時ときに如何いかにするかといふ事ことである。

　徳川家康とくがはいへやすと書かかずして家康徳川いへやすとくがはといい、楠正成くすのきまさしげと書かかずして正成楠まさしげくすのきといひ、紀貫之きのつらゆきと書かかずして貫之紀つらゆききといふべきか。これは餘程よほど變へんなものであらう。

　過去くわこの人ひとは姓名せいめいを順位じゆんゐにならべ、現在げんざいの人ひとは逆轉ぎやくてんしてならべるといふが如ごときは勿論もちろん不合理ふがふりであるばかりでなく、實際じつさいにおいてその取扱とりあつかひ方かたに窮きうすることになる。

　この點てんにおいて支那しなはさすがに徹底てつていしてゐる。如何いかなる場合ばあひにも姓名せいめいを轉倒てんたうするやうな愚ぐを演えんじない。

　張作霖てうさくりんは如何いかなる場合ばあひにも作霖張さくりんてうとは名乘なのるまい。李鴻章りこうせうは世界せかいの何國なにぐにの人ひとにも鴻章李こうせうりと呼よばれ、または書かかれたことがない。

　世界せかいの何國なにぐにの人ひとも支那しなでは姓せいを先さきにし、名なを後あとにすることを知しつてをり、支那しなの風習ふうしふに從したがつてゐる。世界せかいの何國なにぐにの人ひとも日本にほんでは姓せいを先さきにし、名なを後あとにすることを知しつてゐる筈はずであるが、日本人にほんじんが率先そつせんして自みづから姓名せいめいを轉倒てんたふするから、外人ぐわいじんもこれに從したがふのである。

　　　　　　　三　彼我互に慣習を尊重せよ

　或人あるひとは、日本人にほんじんが自みづから姓名せいめいを轉倒てんたふして書かく事ことは國際的こくさいてきに有意義ゆういぎであり、歐米人おうべいじんのために便宜べんぎ多おほきのみならず、吾人ごじん日本人にほんじんに取とつても都合つがふがよいといふが、自分じぶんはさう思おもはぬ。

　結局けつきよく無識むしきの歐米人おうべいじんをして、日本にほんでも姓せいを後あとに名なを前まえに呼よぶ風習ふうしふであると誤解ごかいせしめ、有識ゆうしきの歐米人おうべいじんをして、日本人にほんじんが固有こゆうの風習ふうしふを捨すてゝ外國ぐわいこくの慣習くわんしふにならうは如何いかにも外國ぐわいこくに對たいして柔順過じうじゆんすぎるといふ怪訝けげんの感かんを起おこさしむるに過すぎぬと思おもふ。

　それよりも、吾人ごじんは必かならず常つねに姓前せいぜん名後めいごを徹底的てつていてきに勵行れいかうし、世界せかいに日本にほんの國風こくふうを了解れうかいさせたならば各國かくこくの人ひとも日本にほんの慣例くわんれいを尊重そんちようしてこれに從したがふに相違さうゐない。

　餘談よだんに亘わたるが總そうじて歐米おうべいの慣習くわんれいと日本にほんの慣習くわんしふとが全まつたく正反對せいはんたいである實例じつれいが甚はなはだ多おほい。

　例たとへば年紀ねんきを記しるすのに、日本にほんでは年ねん、月げつ、日ひと大だいより小せうに入いり、歐米おうべいでは、日ひ、月げつ、年ねんと逆ぎやくに小せうより大だいに入いる。

　所在しよざいを記しるすのに、日本にほんでは、國くに、府縣ふけん、市し、町ちやう、番地ばんちと大だいより小せうに入いるに、歐米おうべいでは、番地ばんち、町ちやう、市し、府縣ふけん、國くにと、逆ぎやくに小せうより大だいに入いる。

　日本人にほんじんが歐文おうぶんを書かく場合ばあひ、この慣例くわんれいを尊重そんちようして、小せうより大だいに入いるのは差支さしつかへないが、その内うちの固有名こいうめいは斷然だんぜんいぢくられてはならぬ。

　例たとへば地名ちめいの中なかにも姓名せいめいを具そなふるらしいのがあるが、この場合ばあひ姓名せいめいを轉倒てんたふするのは絶對ぜつたいに不可ふかである。

　東京市とうきやうしの「櫻田本郷町さくらだほんごうちやう」を「本郷町ほんごうちやう、櫻田さくらだ」としてはいけない。鐵道てつだうの驛名えきめいの「羽前向町うぜんむかふまち」を「向町むかふまち、羽前うぜん」としてはいけない。同おなじ理由りゆうで「伊東忠太いとうちうた」を「忠太伊東ちうたいとう」としてはいけないのである。

　日本人にほんじんが歐文おうぶんを飜譯ほんやくするとき、年紀ねんきや所在地しよざいちの書かき方かたは、これを日本流にほんりうに大だいより小せうへの筆法ひつぱふに直なほすが、固有名こゆうめいは矢張やはり尊重そんちようして彼かれの筆法ひつぱふに從したがふのである。

　例たとへばジヨージ・ワシントンと名なを先さきに姓せいを後あとにして、日本流にほんりうにワシントン・ジヨージとは書かかない。

　然しからば歐米人おうべいじんも日本にほんの固有名こゆうめいは日本流にほんりうに書かくのが當然たうぜんであり、日本人にほんじん自みづからは、なほ更さら徹底的てつていてきに日本固有にほんこゆうの慣習くわんしふに從したがふのが、當然過たうぜんすぎる程ほど當然たうぜんではないか。

　　　　　　　四　斷じて姓名を逆列するな

　わが輩はいのこの所見しよけんに對たいして、或人あるひとはこれを學究がくきうの過敏くわびんなる迂論うろんであると評へうし、齒牙しがにかくるに足たらぬ些細ささいな問題もんだいだといつたが、自分じぶんにはさう考かんがへられぬ。

　これは曾かつてわが輩はいが「國語尊重こくごそんちよう」の題下だいかでわが國くにの國號こくがうは日本にほんであるのに、外人ぐわいじんの訛傳くわでんに追從つひじうして自みづからジヤパンと名乘なのるのは國辱こくじよくであると論ろんじたのと同おなじ筆法ひつぱふで、姓名轉倒せいめいてんたふは矢張やはり一つの國辱こくじよくであると思おもふのである。

　或人あるひとは又またいつた、汝なんぢの所論しよろんは一理窟りくつあるが實際的じつさいてきでない。汝なんぢは歐文おうぶんに年紀ねんきを記しるすとき西暦せいれきを用もちゐて神武紀元しんむきげんを用もちゐないのは何故なにゆえか、いはゆる自家撞着じかどうちやくではないかと。

　わが輩はいはこれについて一言げん辯べんじて置おきたい。年紀ねんきは時間じかんを測はかる基準きじゆんの問題もんだいである。これは國號こくがう、姓名せいめいなどの固有名こゆうめいの問題もんだいとは全然ぜん〴〵意味いみが違ちがふ。

　歐文おうぶんで日本歴史にほんれきしを書かくとき、便宜上べんぎじやう日本年紀にほんねんきと共ともに西歴せいれきを註ちうして彼我ひが對照たいせうの便べんに資しするは最適當さいてきたうな方法はうはふであり、歐文おうぶんで歐洲歴史おうしうれきしを書かくとき、西歴せいれきに從したがふは勿論もちろんである。

　要えうするに世間せけんは未いまだ固有名こゆうめいなるものゝ意味いみを了解れうかいしてをらぬのであらう。固有名こゆうめいを普通名ふつうめいと同どう一程度ていどに見みてゐるのであらう。

　普通名ふつうめいは至いたる所ところで稱呼せうこを異ことにするが、固有名こゆうめいは絶對性ぜつたいせいのものであり、一あつて二なきものである。

　即すなはち日本人にほんじんの姓名せいめいは唯い一不ふ二である。姓せいと名めいと連續れんぞくして一つの固有名こゆうめいを形かたちづくる。

　外人ぐわいじんがこれを如何いかに取扱とりあつかはうとも、それは外人ぐわいじんの勝手かつてである。たゞ吾人ごじんは斷だんじて外人ぐわいじんの取扱とりあつかひに模倣もほうし、姓せいと名めいとを切きり離はなしこれを逆列ぎやくれつしてはならぬ。

　それは丁度ちやうど日本にほんの國號こくがうを外人ぐわいじんが何なんと呼よび何なんと書かかうとも、吾人ごじんは必かならず常つねに日本にほんと呼よび日本にほんと書かかねばならぬのと同おなじ理窟りくつである。（完）
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